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シ
ベ
リ
ア
雑
感
（
北
朝
鮮
に
て
）

岐
阜
県

丸

山

清

公

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
六
月
、
ギ
ー
ド
ロ
よ
り

病
人
と
し
て
日
本
に
帰
る
た
め
、
カ
ピ
ヨ
ー
ル
駅
に
到
着

し
列
車
を
待
つ
。
間
も
な
く
病
人
専
用
の
列
車
が
到
着
し

た
。
全
員
、
病
人
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
元
気
な
姿
に

見
え
た
。
日
本
に
帰
れ
る
の
だ
と
の
思
い
で
上
の
空
と
な

り
私
の
目
を
錯
覚
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
列
車
は
、

各
方
面
よ
り
の
収
容
所
の
病
人
を
集
合
さ
せ
た
部
隊
で
、

ア
バ
カ
ン
地
区
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

乗
車
し
て
、
食
事
受
領
に
行
く
と
き
に
各
車
両
を
見
て

驚
い
た
。
足
の
な
い
人
、
手
の
な
い
人
が
余
り
に
も
多

く
、
シ
ベ
リ
ア
で
の
ひ
と
冬
が
厳
し
か
っ
た
の
で
、
お
そ

ら
く
凍
傷
で
あ
ろ
う
と
推
察
し
た
。

列
車
は
全
車
両
二
段
装
置
と
し
、
各
人
新
品
の
藁
布
団

で
ゆ
っ
た
り
と
横
に
な
っ
て
寝
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た

こ
の
列
車
の
中
ほ
ど
に
は
炊
事
車
両
を
つ
け
て
、
時
々
駅

に
着
い
た
折
に
食
事
を
貨
車
の
乗
員
人
員
で
受
領
し
、
貨

車
で
楽
し
く
食
事
し
た
り
寝
た
り
し
て
、
故
郷
の
思
い
出

を
語
り
合
っ
た
。
車
外
の
シ
ベ
リ
ア
の
春
の
風
景
を
眺

め
、
語
り
、
楽
し
み
な
が
ら
の
移
動
で
あ
る
。
今
ま
で
の

生
活
を
思
え
ば
余
り
に
も
差
が
あ
っ
て
、
今
度
は
本
当
に

日
本
に
帰
れ
る
か
な
と
思
っ
て
も
、
今
ま
で
の
ソ
連
の
仕

打
ち
か
ら
し
て
不
安
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
皆
、

本
当
に
元
気
で
あ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
東
に
向
か
う
と
き
、
と
あ
る
駅
に
停

車
中
に
日
本
兵
の
乗
っ
た
列
車
が
入
っ
て
来
た
。
と
て
も

元
気
そ
う
な
兵
隊
ば
か
り
で
あ
り
、「
ど
こ
に
行
く
ん
だ
」

と
尋
ね
て
来
た
。「
我
々
は
日
本
に
帰
る
ん
だ
」
と
言
う

と
、「
帰
れ
る
も
ん
か
、
我
々
は
朝
鮮
か
ら
来
た
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
行
く
ん
だ
」
と
の
こ
と
で
、「
ま

た
騙
さ
れ
た
か
」
と
思
い
つ
つ
汽
車
は
ど
ん
ど
ん
走
り
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
を
通
り
、
ポ
セ
ッ
ト
湾
に
着
い
た
。
こ
こ
で

ソ
連
の
貨
物
船
に
乗
せ
ら
れ
、
帰
国
と
思
っ
た
が
、
着
い

た
所
が
北
朝
鮮
の
清
津
港
で
あ
っ
た
。
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清
津
よ
り
汽
車
に
て
旧
満
州
の
方
向
の
会
寧
に
向
か

い
、
途
中
の
古
茂
山
に
到
着
し
、
こ
こ
が
落
ち
着
き
先
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
ギ
ー
ド
ロ
を
ダ
モ
イ
と

思
っ
て
出
た
の
が
昭
和
二
十
一
年
六
月
で
あ
り
、
七
月
に

は
北
朝
鮮
の
古
茂
山
に
来
て
い
る
が
、
今
ま
で
騙
さ
れ
づ

く
し
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
日
本
に
近
い
所
ま
で
来
た
だ
け

で
も
多
少
の
慰
め
と
な
っ
て
い
た
。

古
茂
山
で
、
旧
日
本
の
ア
サ
ノ
セ
メ
ン
ト
の
社
宅
、

寮
、
学
校
と
思
わ
れ
る
所
に
収
容
所
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
病
人
が
優
先
で
、
比
較
的
健
康
な
我
々
は
屋
根
つ
き

に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
元
運
動
場
に
八
畳
程
度
の
穴
が

掘
っ
て
あ
り
、
側
面
に
は
粗
末
な
石
が
積
ま
れ
、
屋
根
は

形
の
み
で
非
常
に
お
粗
末
で
、
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
な
所

で
は
な
か
っ
た
。

近
く
で
木
を
切
り
出
し
、
屋
根
に
組
み
、
我
々
の
持
参

し
た
天
幕
や
毛
布
で
下
地
を
作
り
、
こ
の
上
に
ア
カ
シ
ア

の
木
な
ど
の
落
葉
樹
で
覆
い
、
そ
の
下
で
寝
た
。
雨
で
も

降
れ
ば
雨
漏
り
で
地
面
に
水
が
溜
ま
り
、
一
晩
じ
ゅ
う
寝

る
こ
と
が
で
き
ず
、
立
っ
て
一
晩
を
過
ご
す
こ
と
も
あ
っ

た
。入

浴
は
セ
メ
ン
ト
工
場
の
浴
場
を
利
用
し
、
近
く
の
送

電
線
よ
り
電
気
を
引
い
て
沸
か
す
よ
う
に
で
き
て
い
た

が
、
こ
の
装
置
は
収
容
所
に
な
っ
て
か
ら
日
本
人
の
電
気

技
師
が
作
っ
た
そ
う
で
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
た
。

一
年
ぶ
り
に
日
本
式
の
入
浴
が
で
き
て
皆
満
足
そ
う
で

あ
っ
た
。

古
茂
山
で
の
作
業
は
、
石
灰
岩
の
山
か
ら
原
石
を
木
馬

で
工
場
に
運
ぶ
運
搬
路
の
整
備
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
あ
り
、

仕
事
も
な
く
病
人
が
多
く
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
。

し
か
し
、
食
糧
は
馬
糧
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
兵
隊
が
腹
を
壊
し
、
こ
ん
な
収
容
所
に
お
れ
ば

体
が
参
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
ど
こ
か
良
い
作
業
が
あ
れ

ば
と
健
康
な
者
は
他
の
収
容
所
に
行
き
た
が
っ
て
い
た
。

こ
こ
は
ど
う
も
一
時
的
な
収
容
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な

作
業
が
生
じ
た
場
合
に
、
こ
こ
か
ら
必
要
地
に
送
り
込
む

中
継
地
点
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
週
間
も
た
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
使
役
の
た
め
清
津
港

に
向
か
っ
た
。
作
業
隊
の
編
成
は
佐
藤
中
尉
が
隊
長
で
、
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そ
の
下
に
宮
崎
少
尉
が
付
き
総
勢
六
十
人
前
後
で
あ
っ

た
。
こ
の
作
業
班
は
不
用
物
を
海
に
捨
て
る
作
業
だ
っ

た
。日

本
の
三
菱
造
船
所
跡
地
の
波
止
場
か
ら
汽
車
で
運
搬

し
て
く
る
物
資
を
船
に
積
み
込
み
、
午
前
一
回
、
午
後
一

回
の
計
一
日
二
回
で
あ
る
が
、
沖
に
出
る
と
波
が
荒
く
、

船
酔
い
す
る
人
も
お
っ
た
。

食
事
は
三
食
、
米
の
ご
飯
で
副
食
も
良
く
、
皆
徐
々
に

体
力
も
で
き
て
元
気
に
な
り
、
仕
事
も
順
調
に
進
み
約
一

カ
月
で
全
作
業
を
終
了
し
古
茂
山
に
戻
る
こ
と
に
な
っ

た
。
汽
車
で
戻
る
途
中
、
列
車
の
都
合
上
大
き
な
操
車
場

（
地
名
記
憶
な
し
）
で
一
泊
す
る
こ
と
に
な
り
、
操
車
場

内
の
客
車
（
座
席
な
し
の
廃
車
と
思
わ
れ
る
）
で
泊
ま
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
折
、
駅
と
の
連
絡
で
は
、
こ
の
客

車
は
使
え
な
い
の
で
動
か
さ
な
い
し
、
ま
た
入
換
え
も
し

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

夜
中
の
十
一
時
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
、
突
然
、
連
結
作
業

で
客
車
が
大
き
く
移
動
し
た
。
我
々
は
び
っ
く
り
し
て
外

に
出
た
。
隊
長
は
、
線
路
に
寝
て
い
た
者
は
ど
う
か
と
心

配
し
て
直
ち
に
点
呼
を
取
っ
た
が
、
六
人
が
客
車
の
車
輪

に
毛
布
ご
と
巻
き
込
ま
れ
犠
牲
と
な
っ
た
。
付
近
の
現
地

人
が
朝
現
場
に
来
て
、
我
々
の
不
始
末
を
な
じ
り
、
罵
声

を
吐
く
の
に
は
余
り
に
耐
え
切
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
敗

戦
国
の
惨
め
さ
を
こ
こ
で
も
痛
感
し
た
。

古
茂
山
に
戻
る
と
、
今
度
は
収
容
所
に
文
化
部
が
で
き

て
い
た
。
部
内
に
新
聞
班
と
演
芸
班
の
二
班
あ
り
、
ま
た

収
容
所
に
は
多
く
の
中
隊
も
あ
っ
た
の
で
、
連
絡
が
必
要

で
あ
っ
た
。
要
員
と
し
て
佐
藤
中
尉
の
作
業
隊
よ
り
一
人

出
し
て
く
れ
と
の
こ
と
で
、
佐
藤
中
尉
と
宮
崎
少
尉
よ
り

そ
ち
ら
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
到
着
と
同
時
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。

文
化
部
の
新
聞
班
は
壁
新
聞
を
作
り
掲
示
板
に
掲
示

し
、
ま
た
ソ
連
発
行
の
「
日
本
新
聞
」
を
収
容
所
内
の
各

隊
に
配
布
す
る
こ
と
も
役
割
の
一
部
で
、
編
集
員
は
四
人

と
記
憶
し
て
い
る
。
演
芸
班
は
演
劇
の
で
き
る
者
、
楽
器

演
奏
の
で
き
る
者
、
浪
曲
、
歌
手
等
の
経
験
者
で
約
九
人

の
演
芸
一
座
が
で
き
て
い
た
。

文
化
部
長
は
ロ
シ
ア
語
の
通
訳
で
あ
る
黒
野
少
尉
（
海
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軍
）
で
、
新
聞
班
の
長
も
兼
務
し
て
い
た
。
演
芸
班
は
秋

田
少
尉
（
八
丈
島
出
身
）
で
あ
っ
た
。
新
聞
班
は
収
容
所

内
で
の
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
演
芸
班
は
遠
く
朱しゅ
乙おつ
や
近
く

の
収
容
所
に
ト
ラ
ッ
ク
で
慰
安
に
行
っ
た
。
皆
と
て
も
喜

ん
で
、
捕
虜
と
し
て
で
き
る
限
り
の
も
て
な
し
を
し
て
く

れ
た
。
今
で
も
思
い
出
す
の
が
、
松
茸
を
い
や
と
言
う
ほ

ど
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
過
ご
す
う
ち
に
、
い
よ
い
よ
本
格
的
に
帰

国
命
令
が
出
て
、
十
二
月
中
旬
、
古
茂
山
を
後
に
清
津
経

由
興
南
港
へ
と
向
か
っ
た
。
車
両
編
成
は
、
我
々
は
本
部

の
た
め
ソ
連
軍
兵
士
と
同
じ
車
両
と
な
り
、
興
南
に
向

か
っ
て
列
車
は
進
行
し
て
い
っ
た
。

本
部
車
両
に
は
ソ
連
兵
五
人
と
日
本
の
古
茂
山
収
容
所

の
長
で
あ
る
長
谷
川
大
佐
（
軍
医
）
と
黒
野
少
尉
外
八
人

で
、
そ
の
中
に
父
親
の
付
き
添
い
で
、
満
州
よ
り
引
揚
者

の
女
性
二
人
が
い
た
。

羅
南
駅
で
長
く
停
車
し
て
い
る
と
き
、
ソ
連
兵
が
酒
を

飲
ん
で
来
て
、
貨
車
内
で
炊
く
暖
房
の
薪
を
所
か
ま
わ
ず

投
げ
つ
け
て
く
る
の
で
、
同
僚
の
ソ
連
兵
が
押
さ
え
よ
う

と
し
て
も
力
が
強
く
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
困
っ
て

い
た
。
一
人
の
ソ
連
兵
が
将
校
を
呼
び
に
走
っ
た
が
、
間

も
な
く
将
校
が
来
て
ビ
ン
タ
を
四
〜
五
回
く
ら
わ
す
と
静

か
に
な
り
寝
て
し
ま
っ
た
。

薪
を
投
げ
つ
け
て
い
る
間
、
こ
の
ソ
連
兵
は
「
お
前
た

ち
日
本
兵
は
、
帰
っ
た
ら
ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
な
っ
て

我
々
を
や
っ
つ
け
に
来
る
だ
ろ
う
」
と
口
走
っ
て
い
た
。

我
々
の
方
は
二
段
装
置
の
下
に
女
の
子
二
人
を
入
れ
て
、

男
全
員
の
防
寒
具
で
身
を
守
り
、
薪
が
飛
ん
で
こ
な
い
よ

う
に
し
て
い
た
が
、
酒
に
酔
っ
て
い
る
の
で
難
な
き
を
得

た
。朝

、
列
車
が
進
行
中
に
こ
の
ソ
連
兵
は
目
を
覚
ま
し
た

が
、
昨
夜
の
記
憶
は
な
い
ら
し
く
、
同
僚
の
兵
士
に
聞
か

さ
れ
て
、
頭
を
掻
き
掻
き
我
々
に
謝
っ
た
が
、
日
ご
ろ
は

と
て
も
お
と
な
し
く
無
口
な
兵
士
で
あ
っ
た
。

興
南
港
に
到
着
し
、
波
止
場
で
乗
船
者
全
員
に
よ
る

「
ス
タ
ー
リ
ン
元
帥
万
歳
」
と
「
天
皇
制
打
倒
」
を
言
わ

な
け
れ
ば
帰
さ
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
乗
船
場
に

向
か
っ
て
行
っ
た
。
船
尾
に
は
日
の
丸
が
揚
が
り
、「
信
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洋
丸
（
字
に
自
信
な
し
）」
と
記
さ
れ
、
日
本
の
船
で
あ

ろ
う
と
思
っ
た
が
、
船
員
を
見
る
と
長
髪
で
あ
り
、
現
地

の
朝
鮮
人
が
皆
長
髪
の
た
め
ま
た
疑
い
、
船
員
に
「
こ
の

船
は
日
本
に
行
き
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
「
間
違
い
な
く

日
本
の
佐
世
保
港
に
着
き
ま
す
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
で

や
っ
と
帰
れ
る
実
感
が
湧
き
、
思
わ
ず
嬉
し
涙
が
頰
を
伝

わ
り
止
め
よ
う
も
な
か
っ
た
。

こ
の
船
に
は
地
方
人
の
女
子
供
も
一
緒
で
あ
り
、
皆
、

喜
ん
で
泣
い
て
い
た
。
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一

日
、
ド
ラ
の
音
高
く
響
く
興
南
港
を
後
に
日
本
に
向
か
っ

て
の
出
港
で
あ
り
、
捕
虜
生
活
の
終
わ
り
で
も
あ
っ
た
。

後
で
知
っ
た
が
、
我
々
は
最
も
早
い
帰
国
組
で
あ
り
、
佐

世
保
に
上
陸
し
た
。

五
七
飛
大
か
ら
の
同
年
兵
の
早
川
君
は
、
ギ
ー
ド
ロ
も

北
朝
鮮
も
一
緒
で
今
で
も
交
際
し
て
い
る
。

現
在
は
家
族
に
も
恵
ま
れ
、
市
の
遺
族
会
長
を
務
め
る

と
と
も
に
、
全
抑
協
の
岐
阜
支
部
理
事
と
し
て
ご
奉
公
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
幸
せ
な
毎
日
で
す
。

心
残
り
は
、
古
茂
山
に
眠
る
戦
友
の
墓
参
り
に
行
き
た

い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
叶
わ
ぬ
夢
の
よ
う
で
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

愛
知
県

中

村

恒

夫

一
、
出
生
か
ら
入
隊

長
野
県
飯
田
市
で
生
ま
れ
た
。
長
野
県
立
飯
田
商
業
学

校
中
退
（
現

長
姫
高
校
）

製
薬
業
従
事

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
〜
十
八
年
（
二
年
間
、
徴

用
に
て
三
菱
重
工
業
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
第
二
工
作
部

工
務
課
勤
務
）

二
、
ソ
連
軍
侵
攻
前

昭
和
十
九
年
徴
集
、
個
有
部
隊
号
、
第
一
斐
徳
陸
軍
病

院
｜
通
称
部
隊
号
、
満
州
第
三
四
八
部
隊

満
州
国
密
山
県
斐
徳
地
区

衛
生
部
員
の
た
め
、
九
九
式
短
小
銃

陸
軍
衛
生
兵
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